












Conditions for leaders in the revitalization process of rural agriculture in tsunami disaster areas 
-A study on Sendai City and Iwanuma City, the areas affected by Great East Japan Earthquake-
西田 陽平(農業経営経済学分野)
【目的】
宮城県東部の被災地域では、津波により農家の大量離農が起こった。そこで、集落内の
農家をまとめ、集落の住民と意思疎通が取れる営農を行うために、地域の核となる農業経
営体とその中心となるリーダーの存在が必要とされている。また、この被災地の農業構造
は、大量の離農者が発生するとされている将来の日本農業の構造に類似している。そこで、
被災地域の核となる農業経営体のリーダーの特徴、リーダーシップの発揮や行動の内容、
リーダーの階梯について調査することで、災害時や日本の将来における、リーダーの条件
を示唆することを目的とする。
【方法】
対象地は宮城県の津波により被災した地域である、仙台市東部・岩沼市とした。そこで、
それぞれの地域の状態や営農の状況に詳しい JA 仙台及び岩沼市の職員を対象に、各地域
の概要や被災の程度、リーダーとして活動している人物についてヒアリングを行い、地域
とリーダーの特徴を分類した。その中から 8 人のリーダーを抽出し、それぞれのライフヒ
ストリーとともに、活動状態、リーダーとしての役割、行動、リーダーシップを獲得する
に至った源泉等について聞き取りを行った。
【分析結果】
まず、リーダーのなり手は集落出身の専業農家であり、すでに経験が豊富な信頼がある
人であった。リーダーは集落内のさまざまな役職を引き受けることで集落内の住人と、お
互いに人となりがわかる関係にあり、また、よりリーダーと集落の繋がりを深化させるた
め、リーダーからの情報発信や集会の開催など、積極的な働きかけがみられた。さらに、
リーダーシップ発揮の方法として、多岐に渡る業務を把握し、適宜周囲からのサポートを
受け、行政・農協等と関わり合い、集落内外にネットワークを築きながら、フオロワーま
とめていることが確認された。また、震災後、被災の程度やリーダーの意向による違いは
あるものの、規模拡大や販路の拡大、新規作物の導入や 6 次化など新たな取り組みを試み
るリーダーが多く見受けられた。
【結論】
これまでの農村リーダーとは違い、被災地の集落リーダーは法人の設立等もあり、ます
ます一般的な企業のリーダー像に近づいている。しかし、一般的な企業と最も異なる点は、
集落に根付いた営農をしなければいけない点である。今回の研究においても、集落内での
話し合いや、合意形成は健全な営農への重要なポイントの一つであり、リーダーから、「集
落への愛着」や「他農家と仲良く J という言葉が聞かれるように、集落へ配慮する様子が
伺われた。また、対象地は被災地であったものの、震災や農家の大量離農は新たな営農を
形作るチャンスであるという意見も多く、今後に向けて前向きな考えが存在することが確
認された。
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